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(57)【要約】
　細径化を実現でき、耐湿性の高い撮像ユニットおよび
内視鏡を提供する。撮像装１００は、１以上のウエハレ
ベルレンズ含む複数の光学素子４０ａ－１～４０ａ－３
とスペーサ４０ｂとが積層されたレンズユニット４０と
、レンズユニット４０により入射された光を受光して光
電変換を行うことによって画像信号を生成する撮像素子
５１と、レンズユニット４０の側面の少なくとも一部と
接するよう折り曲げられて配置されてなり、光学素子４
０ａとスペーサ４０ｂとの間等への水分の浸入を防止す
る防湿部材５４と、を備えたことを特徴とする。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１以上のウエハレベルレンズ含む複数の光学素子とスペーサとが積層されたレンズユニ
ットと、
　前記レンズユニットにより入射された光を受光して光電変換を行うことによって画像信
号を生成する撮像素子と、
　前記レンズユニットの側面の少なくとも一部と接するよう折り曲げられて配置されてな
り、前記光学素子と前記スペーサとの間、および／または前記光学素子間への水分の浸入
を防止する防湿部材と、
　を備えたことを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記防湿部材はフレキシブルプリント基板であって、接着剤により前記レンズユニット
の側面と接着されてなることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記防湿部材は、防湿性の基材と、前記基材表面に接着層が形成されたフレキシブルコ
ネクタであることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記防湿部材は、防湿性の基材と、前記基材表面に形成された接着層および配線層とを
有するフレキシブルコネクタであることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記撮像素子は受光部が形成された主面が前記レンズユニットの光軸と直交するよう配
置されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記防湿部材は、防湿性の基材と、前記基材表面に形成された接着層と、前記光学素子
と前記スペーサとの界面、および／または前記光学素子間の界面を密封する耐湿リングと
、を有するフレキシブルコネクタであることを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記防湿部材は、防湿性の基材と、前記基材表面に形成された接着層と、前記レンズユ
ニットを加熱するヒータ配線と、を有するフレキシブルコネクタであることを特徴とする
請求項４に記載の撮像装置。
【請求項８】
　受光部上に配置され、前記レンズユニットにより入射された光を前記受光部へ向けて反
射させるプリズムを備え、
　前記撮像素子は前記受光部が形成された主面が前記レンズユニットの光軸と平行に配置
されるとともに、前記レンズユニットは前記撮像素子上に配置されてなり、
　前記防湿部材は、防湿性の基材と、前記基材表面に形成された接着層と、配線層とを有
するフレキシブルコネクタであって、前記接着層および配線層が前記レンズユニットに接
するように折り曲げられて配置され、
　前記配線層は、前記防湿部材に形成された貫通ビアを介して前記撮像素子の電極パッド
に接続されていることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記防湿部材は、前記レンズユニットと接する面と反対側の面に遮光層を有することを
特徴とする請求項１～８のいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項１０】
　信号ケーブルおよび電子部品が実装されるとともに、前記撮像素子の電極パッドに接続
されるフレキシブルプリント基板を備え、
　前記防湿部材は、前記フレキシブル基板と一体であることを特徴とする請求項１～７、
および９のいずれか一つに記載の撮像装置。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一つに記載の撮像装置と、
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　硬質部材によって形成された筒状をなす先端部を有し、被検体内に挿入可能な挿入部と
、
　を備え、
　前記挿入部は、前記先端部の内部空間に前記撮像装置を有することを特徴とする内視鏡
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体に挿入され、被検体内を撮像して該体内の画像データを生成する撮像
装置、および該撮像装置を先端部に備えた内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡は、先端に撮像装置が設けられた細長形状をなす可撓性の挿入部を患者等
の被検体内に挿入することによって、被検体の体内画像を取得する。このような内視鏡に
おいて使用される撮像装置は、光学レンズ群およびプリズムを有する屈折光学系と、屈折
光学系から入射された光を光電変換して画像信号を生成する撮像素子と、光学レンズ群お
よびプリズムをそれぞれ保持するレンズ保持枠およびプリズム保持枠と、屈折光学系を覆
うように配設される遮光部材と、を備える（例えば、特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５０８０６９５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した特許文献１では、光学レンズ群およびプリズムは、レンズ保持枠およびプリズ
ム保持枠によりそれぞれ保持されるため、レンズ保持枠およびプリズム保持枠の厚みによ
り、撮像装置の径方向の大きさが大きくなってしまう。このような撮像装置を内視鏡に使
用した場合、挿入時に患者の負担となるおそれがある。そこで、患者の負担を軽減するた
めに、細径化可能な撮像装置が求められていた。
【０００５】
　この問題を解決するために、近年開発されているレンズ保持枠を使用しない携帯電話用
の撮像モジュールを内視鏡へ適用することが考えられている。携帯電話用の撮像モジュー
ルは、小型化可能なウエハレベルレンズを積層することにより、レンズ枠を使用しない。
しかしながら、内視鏡は被検体内で使用されるため、側面が露出するウエハレベルレンズ
のくもり等を防止するために、撮像装置の耐湿性を向上させる必要がある。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、細径化を実現するとともに、防湿性を
向上した撮像装置および内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る撮像装置は、１以上のウ
エハレベルレンズ含む複数の光学素子とスペーサとが積層されたレンズユニットと、前記
レンズユニットにより入射された光を受光して光電変換を行うことによって画像信号を生
成する撮像素子と、前記レンズユニットの側面の少なくとも一部と接するよう折り曲げら
れて配置され、前記光学素子と前記スペーサとの間、および／または前記光学素子間への
水分の浸入を防止する防湿部材と、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、前記防湿部材はフレキシブルプリ
ント基板であって、接着剤により前記レンズユニットの側面と接着されてなることを特徴
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とする。
【０００９】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、前記防湿部材は、防湿性の基材と
、前記基材表面に接着層が形成されたフレキシブルコネクタであることを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、前記防湿部材は、防湿性の基材と
、前記基材表面に形成された接着層および配線層とを有するフレキシブルコネクタである
ことを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、前記撮像素子は前記受光部が形成
された主面が前記レンズユニットの光軸と直交するよう配置されることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、前記防湿部材は、防湿性の基材と
、前記基材表面に形成された接着層と、前記光学素子と前記スペーサとの界面、および／
または前記光学素子間の界面を密封する耐湿リングと、を有するフレキシブルコネクタで
あることを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、前記防湿部材は、防湿性の基材と
、前記基材表面に形成された接着層と、前記レンズユニットを加熱するヒータ配線と、を
有するフレキシブルコネクタであることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、受光部上に配置され、前記レンズ
ユニットにより入射された光を前記受光部へ向けて反射させるプリズムを備え、前記撮像
素子は前記受光部が形成された主面が前記レンズユニットの光軸と平行に配置されるとと
もに、前記レンズユニットは前記撮像素子上に配置され、前記防湿部材は、防湿性の基材
と、前記基材表面に形成された接着層と、配線層とを有するフレキシブルコネクタであっ
て、前記接着層および配線層が前記レンズユニットに接するように折り曲げられて配置さ
れ、前記配線層は、前記防湿部材に形成された貫通ビアを介して前記撮像素子の電極パッ
ドに接続されていることを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、前記防湿部材は、前記レンズユニ
ットと接する面と反対側の面に遮光層を有することを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る撮像装置は、上記発明において、信号ケーブルおよび電子部品が実
装されるとともに、前記撮像素子の電極パッドに接続されるフレキシブルプリント基板を
備え、前記防湿部材は、前記フレキシブルプリント基板と一体であることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明に係る内視鏡は、上記のいずれか一つに記載の撮像装置と、硬質部材によ
って形成された筒状をなす先端部を有し、被検体内に挿入可能な挿入部と、を備え、前記
挿入部は、前記先端部の内部空間に前記撮像装置を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、防湿性が高く、細径化可能な撮像ユニットおよび内視鏡を得ることが
できるという効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係る内視鏡システムの全体構成を模式的に示す
図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１に係る内視鏡の先端部の部分断面図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態１に係る撮像装置の断面図である。
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【図４Ａ】図４Ａは、本発明の実施の形態１の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視
図（配置前）である。
【図４Ｂ】図４Ｂは、本発明の実施の形態１の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視
図（配置後）である。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の実施の形態１の変形例１に係る撮像装置の防湿部材の配置
を説明する斜視図（配置前）である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の実施の形態１の変形例１に係る撮像装置の防湿部材の配置
を説明する斜視図（配置後）である。
【図５Ｃ】図５Ｃは、本発明の実施の形態１の変形例１に係る撮像装置の撮像素子と防湿
部材５４Ａとの接続部の拡大図である。
【図６Ａ】図６Ａは、本発明の実施の形態２に係る撮像装置の断面図である。
【図６Ｂ】図６Ｂは、本発明の実施の形態２の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視
図（配置前）である。
【図６Ｃ】図６Ｃは、本発明の実施の形態２の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視
図（配置後）である。
【図７】図７は、本発明の実施の形態３の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視図（
配置前）である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」という）として、撮像装置
を備えた内視鏡について説明する。また、この実施の形態により本発明が限定されるもの
ではない。さらに、以下の説明において参照する各図は、本発明の内容を理解でき得る程
度に形状、大きさ、および位置関係を概略的に示してあるに過ぎない。すなわち、本発明
は、各図で例示された形状、大きさおよび位置関係のみに限定されるものではない。さら
にまた、図面の相互間においても、互いの寸法や比率が異なる部分が含まれている。
【００２１】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る内視鏡システムの全体構成を模式的に示す図であ
る。図１に示す内視鏡システム１は、内視鏡２と、ユニバーサルコード６（伝送ケーブル
）と、コネクタ部７と、プロセッサ８（制御装置）と、光源装置９と、表示装置１０と、
を備える。
【００２２】
　内視鏡２は、挿入部３を被検体内に挿入することによって、被検体の体内画像を撮像し
て画像信号（画像データ）をプロセッサ８へ出力する。ユニバーサルコード６の内部の電
気ケーブルの束は、内視鏡２の挿入部３まで延伸され、挿入部３の先端部３Ａに設けられ
た撮像装置に接続する。内視鏡２の挿入部３の基端側には、内視鏡機能を操作する各種ボ
タン類やノブ類が設けられた操作部４が接続される。操作部４は、被検体の体腔内に生体
鉗子、電気メスおよび検査プローブ等の処置具を挿入する処置具挿入口４ａを有する。
【００２３】
　コネクタ部７は、ユニバーサルコード６の基端に設けられ、プロセッサ８および光源装
置９に接続される。コネクタ部７は、ユニバーサルコード６と接続する先端部３Ａの撮像
装置が出力する画像信号に所定の信号処理を施すとともに、この画像信号にＡ／Ｄ変換を
行ってデジタルの画像信号をプロセッサ８へ出力する。
【００２４】
　プロセッサ８は、コネクタ部７から出力された画像信号に所定の画像処理を施すととも
に、この画像信号を表示装置１０へ出力する。また、プロセッサ８は、内視鏡システム１
全体を制御する。プロセッサ８は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）等を用いて構
成される。
【００２５】
　表示装置１０は、プロセッサ８から出力された画像信号に対応する画像を表示する。表
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示装置１０は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）等の表示パネル等を用い
て構成される。
【００２６】
　光源装置９は、コネクタ部７およびユニバーサルコード６を経由して内視鏡２の挿入部
３の先端から被写体に向けて照明光を照射する。光源装置９は、キセノンランプやＬＥＤ
（Light　Emitting　Diode）ランプ等を用いて構成される。
【００２７】
　挿入部３は、撮像装置が設けられた先端部３Ａと、先端部３Ａの基端側に連設された複
数方向に湾曲自在な湾曲部３Ｂと、この湾曲部３Ｂの基端側に連設された可撓管部３Ｃと
、を有する。先端部３Ａに設けられた撮像装置が撮像した画像信号は、例えば数ｍの長さ
を有するユニバーサルコード６により、操作部４を介してコネクタ部７に接続される。湾
曲部３Ｂは、操作部４に設けられた湾曲操作用ノブ４ｂの操作によって湾曲し、挿入部３
内部に挿通された湾曲ワイヤの牽引弛緩にともない、例えば上下左右の４方向に湾曲自在
である。
【００２８】
　また、内視鏡２は、光源装置９からの照明光を伝搬するためのライトガイド（不図示）
が設けられ、このライトガイドによる照明光の出射端に照明レンズ（不図示）が設けられ
ている。この照明レンズは、挿入部３の先端部３Ａに設けられている。
【００２９】
　次に、内視鏡２の先端部３Ａの構成について詳細に説明する。図２は、内視鏡２の先端
部３Ａの部分断面図であり、内視鏡２の先端部３Ａに設けられた撮像装置の基板面に対し
て直交する面であって、撮像装置の光軸方向と平行な面で切断した場合の部分断面である
。また、図２においては、内視鏡２の挿入部３の先端部３Ａと湾曲部３Ｂの一部を図示す
る。
【００３０】
　図２に示すように、湾曲部３Ｂは、湾曲管３４内部に挿通された湾曲ワイヤの牽引弛緩
にともない、上下左右の４方向に湾曲自在である。この湾曲部３Ｂの先端側に延設された
先端部３Ａの上部に、撮像装置１００が設けられ、下部には各種処置具を延出させる処置
具チャンネル３６が形成されている。
【００３１】
　撮像装置１００は、入射光を集光するレンズユニット４０と、レンズユニット４０の基
端側に配置された撮像ユニット５０と、を有する。撮像装置１００は、接着剤で先端部３
Ａの内側に接着される。先端部３Ａは、撮像装置１００を収容する内部空間を形成するた
めの硬質部材で形成される。先端部３Ａの基端外周部は、図示しない柔軟な被覆管によっ
て被覆されている。先端部３Ａよりも基端側の部材は、湾曲部３Ｂが湾曲可能なように、
柔軟な部材で構成されている。
【００３２】
　レンズユニット４０は、複数の光学素子４０ａ－１～４０ａ－３と、光学素子４０ａ－
１と４０ａ－２の間に配置されるスペーサ４０ｂと、図示しない絞り部材とを有する（図
３参照）。光学素子４０ａ－１～４０ａ－３は、レンズ成形をウエハレベルで行うウエハ
レベルレンズやフィルタなどからなる。スペーサはシリコンやガラス等からなり、ICPエ
ッチングやサンドブラスト等により形成される。光学素子４０ａ－１～４０ａ－３および
スペーサ４０ｂはウエハレベルで積層され、ブレードダイシング等により個片化されるこ
とでレンズユニット４０が得られる。レンズユニット４０の側面には、フレキシブルコネ
クタからなる防湿部材５４が配置されている。レンズユニット４０は、端部が先端部３Ａ
内部の先端固定部３５に挿嵌固定されることによって、先端部３Ａに固定される。このと
き、レンズユニット４０および防湿部材５４の径を小さくすることにより、内視鏡先端の
外径を細くすることができる。
【００３３】
　撮像素子５１は、レンズユニット４０により入射された光を受光して光電変換を行うこ
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とにより電気信号を生成する受光部５１ａと、図示しないトランジスタ等のアンプを含む
回路部と、を有する。撮像素子５１は、撮像素子５１の受光部５１ａを保護するカバーガ
ラス５２を介してレンズユニット４０と接着されている。撮像素子５１の下部には、図示
しない電極パッドが形成され、信号ケーブル６０が接続されたフレキシブルプリント基板
５３（以下、「ＦＰＣ基板」ともいう）がインナーリード５３ａを介して接続されている
（図３参照）。ＦＰＣ基板５３上には、撮像素子５１を駆動する電子部品５５等が実装さ
れている。本発明の実施の形態１における撮像素子５１は、ＣＣＤ（Charge　Coupled　D
evice）またはＣＭＯＳ（Complementary　Metal　Oxide　Semiconductor）型の半導体撮
像素子である。
【００３４】
　各信号ケーブル６０の基端は、挿入部３の基端方向に延伸する。電気ケーブル束は、挿
入部３に挿通配置され、図１に示す操作部４およびユニバーサルコード６を介して、コネ
クタ部７まで延設されている。信号ケーブル６０は、ＦＰＣ基板５３の電極部を介して撮
像素子５１に接続され、撮像素子５１への駆動信号が伝送されるほか、撮像素子５１によ
って撮像された画像に対応する電気信号をプロセッサ８に伝送する。
【００３５】
　レンズユニット４０の一端から入射した光は、光学素子４０ａ－１～４０ａ－３によっ
て集光され、撮像素子５１に入射する。ＣＣＤまたはＣＭＯＳイメージセンサ等から選択
される受光部５１ａは、受光した光を撮像信号に変換する。撮像信号は、ＦＰＣ基板５３
に接続される信号ケーブル６０およびコネクタ部７を経由して、プロセッサ８に出力され
る。本明細書において、レンズユニット４０の光が入射する側、すなわち光学素子４０ａ
－１～４０ａ－３が配置される側を前端といい、信号ケーブル６０が配置される側を後端
という。
【００３６】
　次に、撮像装置１００について詳細に説明する。図３は、本発明の実施の形態１に係る
撮像装置１００の断面図である。図４Ａは、撮像装置１００の防湿部材５４の配置を説明
する斜視図（配置前）であり、図４Ｂは、撮像装置１００の防湿部材５４の配置を説明す
る斜視図（配置後）である。なお、図４Ａおよび４Ｂにおいて、ＦＰＣ基板５３等の図示
を省略している。
【００３７】
　撮像装置１００は、図３に示すように、レンズユニット４０、カバーガラス５２および
撮像素子５１の一部の外周を覆うように防湿部材５４が配置されている。本実施の形態１
で使用する防湿部材５４は、防湿性の基材５４ａと、基材表面に接着層５４ｂが形成され
たフレキシブルコネクタである。
【００３８】
　基材５４ａは、防湿性を有し、可撓性の材料から選択される。例えば、ポリイミド、Ｌ
ＣＰ（Liquid　Crystal　Polymer）等が例示される。防湿性に優れることから、ＬＣＰが
好ましい。また、防湿部材５４は、図４Ａで点線で示すように折り曲げられて、図４Ｂに
示すように、レンズユニット４０の側面に接するように配置される。
【００３９】
　接着層５４ｂは、熱または紫外線による硬化が必要なもの、不要なもののいずれも使用
することができる。防湿部材５４は、接着層５４ｂによりレンズユニット４０と密着する
ため、光学素子４０ａ－１とスペーサ４０ｂとの間、スペーサ４０ｂと光学素子４０ａ－
２との間、光学素子４０ａ－２と光学素子４０ａ－３との間への水分の浸入を防止する。
【００４０】
　防湿部材５４のレンズユニット４０への接着は、防湿部材５４をレンズユニット４０に
圧着したり、防湿部材５４をレンズユニット４０側面に配置して仮固定後、熱または紫外
線により接着層５４ｂを硬化することにより接着することができる。
【００４１】
　実施の形態１では、レンズユニット４０としてウエハレベルレンズを用いることにより
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、撮像装置１００の細径化が可能となるとともに、レンズユニット４０の側面に防湿部材
５４を配置することにより、撮像装置１００の防湿性を向上することができる。
【００４２】
　なお、本実施の形態１では、防湿部材５４としてフレキシブルコネクタを使用したが、
これに限定するものではなく、耐湿性かつ可撓性の部材を防湿部材として使用することも
できる。たとえば、ＦＣＰ基板５３を接着剤によりレンズユニット４０の側面に接着する
ことにより防湿部材５４とすることもできる。
【００４３】
　また、防湿部材５４の基材５４ａの接着層５４ｂが形成された面の反対側の面に遮光層
を設けてもよい。遮光層を設けることにより、レンズユニット４０への迷光の入射を防止
でき、外光の影響を低減できる。遮光層としては、例えば、黒色のソルダーレジストや金
属膜が使用できる。
【００４４】
（実施の形態１の変形例１）
　図５Ａは、本発明の実施の形態１の変形例１に係る撮像装置の防湿部材の配置を説明す
る斜視図（配置前）であり、図５Ｂは、本発明の実施の形態１の変形例１に係る撮像装置
の防湿部材の配置を説明する斜視図（配置後）である。図５Ｃは、本発明の実施の形態１
の変形例１に係る撮像装置の撮像素子と防湿部材５４Ａとの接続部の拡大図である。図５
Ａおよび図５Ｂにおいては、電子部品等の図示を省略している。
【００４５】
　撮像装置１００Ａは、入射光を集光するレンズユニット４０と、レンズユニット４０が
集光した光を反射するプリズム５６と、プリズム５６から入射された光に基づき画像信号
を生成する撮像素子５１Ａと、を有する。
【００４６】
　撮像素子５１Ａは、受光部５１ａが形成される主面が水平、すなわちレンズユニット４
０の光軸と平行となるように配置される横置き型であり、プリズム５６は受光部５１ａ上
に配置、接着されている。
【００４７】
　また、撮像素子５１Ａの基端には、電極パッド５１ｂが形成され、後述する防湿部材５
４Ａの素子電極５４ｃ－５と接続されている。
【００４８】
　防湿部材５４Ａは、防湿性の基材５４ａと、基材５４ａ表面に形成された接着層５４ｂ
と、接着層５４ｂ上に形成された配線層５４ｃと、基材５４ａの接着層５４ｂが形成され
た面と反対側の面に形成された遮光層５４ｄと、を有するフレキシブルコネクタである。
【００４９】
　配線層５４ｃは、後述する電極部を配線する配線パターン５４ｃ－１と、信号ケーブル
を接続するケーブル電極５４ｃ－２と、電子部品を接続する部品電極５４ｃ－３と、貫通
ビア５４ｃ－４と、電極パッド５１ｂを接続する素子電極５４ｃ－５と、を有する。
【００５０】
　防湿部材５４Ａは、図５Ａに示すように、撮像素子５１Ａとレンズユニット４０との間
に配置され、点線部で折り曲げられることにより、レンズユニット４０およびプリズム５
６の側面の一部と接するように配置される（図５Ｂ参照）。防湿部材５４Ａは、接着層５
４ｂによりレンズユニット４０およびプリズム５６と密着するため、光学素子４０ａ－１
とスペーサ４０ｂとの間、スペーサ４０ｂと光学素子４０ａ－２との間、光学素子４０ａ
－２と光学素子４０ａ－３との間、光学素子４０ａ－３とプリズム５６との間への水分の
浸入を防止する。
【００５１】
　防湿部材５４Ａの素子電極５４ｃ－５は、撮像素子５１Ａの電極パッド５１ｂ上に配置
され、電気的および機械的に接続される。接続部の周囲は、封止樹脂５７により封止され
ている。防湿部材５４Ａに、素子電極５４ｃ－５、貫通ビア５４ｃ－４および配線パター
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ン５４ｃ－１等の配線層５４ｃを形成することにより、防湿部材５４ＡをＦＰＣ基板とし
て使用することができる。
【００５２】
　また、防湿部材５４Ａは遮光層５４ｄを有するため、レンズユニット４０およびプリズ
ム５６への迷光の入射を防止でき、外光の影響を低減できる。
【００５３】
（実施の形態２）
　図６Ａは、本発明の実施の形態２に係る撮像装置の断面図である。図６Ｂは、本発明の
実施の形態２の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視図（配置前）であり、図６Ｃは
、本発明の実施の形態２の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視図（配置後）である
。
【００５４】
　実施の形態２の撮像装置１００Ｂにおいて、防湿部材５４Ｂは、防湿性の基材５４ａと
、基材５４ａ表面に形成され、レンズユニット４０との接続界面を密封する耐湿リング５
４ｅと、基材５４ａ表面および耐湿リングを覆うように形成された接着層５４ｂと、基材
５４ａの接着層５４ｂが形成された面と反対側の面に形成された遮光層５４ｄと、を有す
るフレキシブルコネクタである。
【００５５】
　耐湿リング５４ｅは、光学素子４０ａ－１とスペーサ４０ｂとの接続界面、スペーサ４
０ｂと光学素子４０ａ－２との接続界面、光学素子４０ａ－２と光学素子４０ａ－３との
接続界面、光学素子４０ａ－３とカバーガラス５２との接続界面、カバーガラス５２と撮
像素子５１との接続界面を封止する位置に形成される。耐湿リング５４ｅは、銅や金等の
金属やベンゾシクロブテン(BCB)等の耐湿性の高い樹脂からなり、配線層と同様にフォト
リゾグラフィ法により形成すればよい。
【００５６】
　防湿部材５４Ｂは、図６Ｂで点線で示すように折り曲げられて、図６Ｃに示すように、
レンズユニット４０の側面、カバーガラス５２の側面および撮像素子５１の側面の一部に
接するように配置される。防湿部材５４Ｂが折り曲げられてレンズユニット４０等の側面
に接し、かつ耐湿リング５４ｅが光学素子４０ａ－１とスペーサ４０ｂとの接続界面、ス
ペーサ４０ｂと光学素子４０ａ－２との接続界面、光学素子４０ａ－２と光学素子４０ａ
－３との接続界面、光学素子４０ａ－３とカバーガラス５２との接続界面、カバーガラス
５２と撮像素子５１との接続界面を封止することにより、撮像装置１００Ｂの防湿性をさ
らに向上することができる。
【００５７】
　なお、実施の形態２では、耐湿部材５４ＢとＦＰＣ基板５３とを別部材で構成したが、
一体のフレキシブルコネクタで形成してもよい。耐湿部材とＦＰＣ基板とを一体とする場
合は、耐湿リング５４ｅをＦＰＣ基板の配線と同時に形成すればよい。
【００５８】
（実施の形態３）
　図７は、本発明の実施の形態３の撮像装置の防湿部材の配置を説明する斜視図（配置前
）である。
【００５９】
　実施の形態３の撮像装置１００Ｃにおいて、防湿部材５４Ｃは、防湿性の基材５４ａと
、基材５４ａ表面に形成され、レンズユニット４０を加熱するヒータ配線５４ｆと、基材
５４ａ表面およびヒータ配線５４ｆを覆うように形成された接着層５４ｂと、基材５４ａ
の接着層５４ｂが形成された面と反対側の面に形成された遮光層５４ｄと、を有するフレ
キシブルコネクタである。
【００６０】
　ヒータ配線５４ｆは、レンズユニット４０の側面全周を加熱するように、接着層５４ｂ
の全体に形成されている。ヒータ配線５４ｆは、配線層と同様にフォトリゾグラフィ法に
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より形成すればよい。
【００６１】
　防湿部材５４Ｃは、図７で点線で示すように折り曲げられて、レンズユニット４０の側
面、カバーガラス５２の側面および撮像素子５１の側面の一部に接するように配置される
。防湿部材５４Ｃが折り曲げられてレンズユニット４０等の側面に接し、かつヒータ配線
５４ｆに通電しレンズユニット４０を加熱することで、撮像装置１００Ｃの防湿性をさら
に向上することができる。
【００６２】
　なお、実施の形態３では、耐湿部材５４ＣとＦＰＣ基板５３とを別部材で構成したが、
一体のフレキシブルコネクタで形成してもよい。耐湿部材とＦＰＣ基板とを一体とする場
合は、ヒータ配線５４ｆをＦＰＣ基板の配線と同時に形成すればよい。
【符号の説明】
【００６３】
　１　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　挿入部
　３Ａ　先端部
　３Ｂ　湾曲部
　３Ｃ　可撓管部
　４　操作部
　４ａ　処置具挿入口
　４ｂ　湾曲操作用ノブ
　６　ユニバーサルコード
　７　コネクタ部
　８　プロセッサ
　９　光源装置
　１０　表示装置
　３４　湾曲管
　３５　先端固定部
　３６　処置具チャンネル
　４０　レンズユニット
　４０ａ－１、４０ａ－２、４０ａ－３　光学素子
　４０ｂ　スペーサ
　５０　撮像ユニット
　５１、５１Ａ　撮像素子
　５１ａ　受光部
　５１ｂ　電極パッド
　５２　カバーガラス
　５３　フレキシブルプリント基板
　５４、５４Ａ、５４Ｂ、５４Ｃ　防湿部材
　５４ａ　基材
　５４ｂ　接着層
　５４ｃ　配線層
　５４ｃ－１　配線パターン
　５４ｃ－２　ケーブル電極
　５４ｃ－３　部品電極
　５４ｃ－４　貫通ビア
　５４ｃ－５　素子電極
　５４ｄ　遮光層
　５４ｅ　耐湿リング
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　５４ｆ　ヒータ配線
　５５　電子部品
　５６　プリズム
　５７　封止樹脂
　６０　信号ケーブル
　１００、１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃ　撮像装置
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（注）この公表は、国際事務局（ＷＩＰＯ）により国際公開された公報を基に作成したものである。なおこの公表に
係る日本語特許出願（日本語実用新案登録出願）の国際公開の効果は、特許法第１８４条の１０第１項(実用新案法 
第４８条の１３第２項）により生ずるものであり、本掲載とは関係ありません。
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